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ごあいさつ 

 

日頃より、皆さまにはＪＡ鳥取いなばの各事業におきまして格別のご協力を賜り、厚くお

礼申し上げます。 

このたび当組合は、経営の透明性を高める観点から、平成 26 年度上半期決算の情報を開

示するとともに、これまでの活動状況をまとめたディスクロージャー誌を作成いたしました。 

本誌を通じて、皆さまの当組合へのご理解が一層深まることを願っております。 
 

ＪＡ鳥取いなばの概要 

 設 立  平成７年１０月 

 本店所在地  鳥取市行徳１丁目１０３ 

 組 合 員  33,132 名 

（うち正組合員   17,050 名） 

（うち准組合員  16,082 名） 

 出 資 金  6,376 百万円 

 役 員 数  理事 33 名、監事 6名 

 正 職 員 数  524 名 

ＪＡ鳥取いなばホームページ http://www.jainaba.com/ 

いなばのええもん届ける便  http://www.jainaba.net/ 

（平成２６年７月３１日現在） 
 

経営理念 

 潤いのある農業・農村づくり 

 こころ豊かなふれあいづくり 

 信頼されるＪＡづくり 
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 砂丘らっきょう１００周年 

鳥取市福部町の砂丘畑で「砂丘らっきょう」の生

産が始まって、今年でちょうど 100 年を迎えます。 

先人の方々から受け継がれてきた歴史や、現在に至

るまでの努力によって、砂丘らっきょうは全国トッ

プブランドへと成長しました。 

きめ細やかな鳥取砂丘の砂地で生産される砂丘

らっきょうは色が白く、シャキシャキとした食感が

特徴で、おいしさだけでなく健康食品としての魅力

も注目されています。今年は天候にも恵まれ、県内

外へ向けて 1,575 トンが出荷されました。 

１０月には福部らっきょう１００周年記念誌の

発刊を予定しています。これまでの経過を振り返り

ながら、次の 100 年後に向けて、若い生産者への勉

強会や先進地の視察など更なる飛躍に向けた活動

を行っていきます。 

 鳥取県産米きぬむすめ最高評価 

 日本穀物検定協会が毎年実施する米の食味ランキングで、鳥取県産きぬむすめが最高

評価である「特Ａ」を取得しました。県産米では初めての最高評価であり、産地生産者

にとって大きな励みになります。 

地域の努力を販売に反映させるため、今後きぬむすめの特徴を強くＰＲして、地域ブ

ランド米を目指した生産販売に取り組みます。 

 グリーンこくふ吉方店リニューアルオープン 

 平成２６年８月１日に農産物直売所グ

リーンこくふ吉方が吉方金融支店隣に新

築移転オープンいたしました。 

同店は生産者からなる組織「グリーンこ

くふの会」によって、３０年に渡り運営さ

れています。“生産者のこだわり”が出荷

される商品にはもちろん、店舗運営にも活

かされており、「新鮮な野菜をより新鮮な

うちに買っていただき、朝食に間に合わせ

たい」との思いが朝６時３０分開店という特徴になっています。 

事業のトピックス 
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当組合は鳥取市、岩美町、八頭町、若桜町、智頭町を事業区域として、農業者を中心

とした地域住民の方々が組合員となって、相互扶助を共通の理念として運営されている

協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。 

当組合の資金は、その大半が組合員の皆さまからお預かりした、大切な財産である「貯

金」を源泉としており、資金を必要とする組合員の皆さまや、地方公共団体などにも利

用していただいております。 

当組合は、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向け、事

業活動を展開しております。また、ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等

を提供するだけでなく、地域の協同組合として、農業や助け合いを通じた社会貢献に努

めています。 

（１）地域からの資金調達の状況 

 当組合の平成２６年７月末の貯金・定期積金残高は 1,668 億 1,367 万円です。 

（２）地域への資金供給の状況 

① 貸出金残高 

当組合の平成２６年７月末の貸出金残高は 405 億 4,737 万円です。貸出先別の残

高は組合員の皆さまへ 248 億 8,188 万円、地方公共団体へ 114 億 231 万円、その他

員外の皆さまへ 42 億 6,318 万円となっています。 

② 制度融資取扱状況 

 当組合では、農業経営を支援するための制度融資の取り扱いをしています。平成

２６年７月末の主な取扱残高は農業近代化資金 1 億 8,705 万円、日本政策金融公庫

資金 2億 2,478 万円、就農支援資金 1億 1,297 万円となっています。このほかにも

畜産特別資金、果樹等経営安定資金などをご利用いただいております。 

 支店協同活動 

 当組合は、地域に根ざした活動を活発化させるため平成２３年度より「ＪＡらしい支

店づくり」を宣言し、各支店が様々な活動を行う「支店行動計画」に取り組んでいます。

主な活動内容として、学校や保育園等と連携した農業体験学習、地域のお祭りや諸活動

への参加、ローンや年金、営農相談などが一度にできる相談会の開催などがあります。 

 情報提供活動 

組合員向け広報誌「ハローいなば」をコミュニケーションツールとして毎月発行する

ほか、地域住民及び消費者向けのＪＡ情報誌「ＨＥＬＬＯ ＩＮＡＢＡ」を新聞折込と

して年 2回発行するなど、ＪＡ鳥取いなばの活動をはじめ地元農産物や生産者、農業情

報など幅広く発信しています。 

地域に関する取り組み 
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（１）主な事業実績の推移                 
（単位：千円）

 

項    目 平成 25年 7 月末 平成 26年 1 月末 平成 26年 7 月末 

貯 金 160,537,140  166,493,737 166,813,668 

貸 出 金 40,991,647  40,494,985 40,547,372 

預 け 金 101,675,644  108,283,739 109,357,946 

有 価 証 券 5,171,915  4,855,737 4,539,229 

長 期 共 済 保 有 高 875,372,750  853,714,470 831,102,310 

事 業 総 利 益 2,132,438  4,390,758 2,188,542 

 

 

 

 

 

 

 

 

信 用 事 業 総 利 益 627,271  1,249,899 631,312 

共 済 事 業 総 利 益 737,828  1,402,535 778,091 

購 買 事 業 総 利 益 

（ 購 買 品 供 給 高 ） 

507,578  

(5,851,245) 

910,893 

(10,595,466) 

508,944 

(5,779,031) 

販 売 事 業 総 利 益 

（ 販 売 品 販 売 高 ） 

72,788  

(2,804,837) 

246,526 

(7,861,042) 

74,019 

(2,757,891) 

そ の 他 事 業 総 利 益 183,902  630,315 191,374 

指 導 事 業 収 支 差 額 3,072  △49,412 4,800 

経 常 利 益 △40,564  174,477 57,554 

当 期 剰 余 金 △39,291  225,281 81,560 

 

（２）自己資本比率の状況 

 自己資本比率とは、経営の健全性を示す指標の一つで、ＪＡが保有する貸出金や有価証券

等のリスクがある資産に対して出資金などの自己資本がどれくらいあるかを示し、自己資本

比率は数字が高いほど、一般的に「体力」があると考えられています。ＪＡは自主ルールに

より基準を８％以上（国内基準は４％）と独自に健全性のハードルを高くしております。 

 当組合では、平成２６年１月末における自己資本比率は 10.71％となりました。 

  

 自己資本比率（単体） 

平成 26年 1 月末 平成 26年 7 月末（推計値） 

10.71％ 10.94％程度 

（注）平成２６年７月末の自己資本比率（推計値）は、平成２６年１月末の自己資本額、リスクアセットの

額を基準として、７月末までの資産増減から推計される増減額を加減して算出しております。なお、

オペレーショナルリスク相当額と信用リスクアセット額の一部については、平成２６年１月末の計数

を用いて算出しております。 

 

事業の概況 
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（３）リスク管理債権について 

リスク管理債権とは、貸出金のうち元本又は利息の支払の遅延が継続している等一定の

条件に該当するものです。                    （単位：百万円） 

区   分 平成 26年 1 月末 平成 26年 7 月末 増   減 

破 綻 先 債 権 額 59 59 0 

延 滞 債 権 額 1,167 994 △173 

３ケ月以上延滞債権額 2 0 △2 

貸出条件緩和債権額 90 89 △1 

合   計 1,318 1,142 △176 
（注）債権区分額は平成２６年１月末資産査定結果を基準に、与信残高を平成２６年７月末時点のものに修

正して算出しております。 
 

用語の説明 

① 破綻先債権 
元本または利息の支払の遅延が相当期間継続していること、その他の事由により元本又は利息の取り

立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金をいいます。 
② 延滞債権 

未収利息不計上貸出金であって、①に掲げるもの及び債務者の経営再建または支援を図ることを目的
として利息の支払を猶予したもの以外の貸出金をいいます。 

③ ３ケ月以上延滞債権 
元金または利息の支払が約定支払日の翌日から３ケ月以上延滞している貸出金（上記①及び②に掲げ

るものを除く）をいいます。 
④ 貸出条件緩和債権 

債務者の再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、
債権放棄その他の債務者に有利となる取り決めを行った貸出金（上記①、②及び③に掲げるものを除く）
をいいます。 

（４）有価証券の時価情報 

・ 満期保有目的で時価のあるもの            （単位：百万円） 

 

・ その他有価証券で時価のあるもの            （単位：百万円） 

（注）１．時価は、平成２６年７月末日における市場価格等に基づいています。 
２．平成２６年度７月末における売買目的有価証券及び金銭の信託はありません。 

種類 

平成 26年 7 月末 

貸借対照表 

計上額 
時価 評価差額 

 

うち益 うち損 

社   債 300 284 △16 - 16 

合 計 300 284 △16 - 16 

種類 

平成 26年 7 月末 

取得原価 

（償却原価） 

貸借対照表 

計上額 
評価差額 

 

うち益 うち損 

国 債 5 5 0 0 - 

地 方 債 180 182 2 2 - 

金 融 債 200 202 2 2 - 

特別法人債 1,200 1,212 12 12 - 

社 債 2,600 2,638 38 38 0 

合 計 4,185 4,239 54 54 0 
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（５）中間貸借対照表（平成２６年７月３１日現在）     
（単位：千円）

 

科目 金額 科目 金額 

（資産の部） 

１ 信用事業資産 

（１）現金 

（２）預金 

（３）有価証券 

（４）貸出金 

（５）その他の信用事業資産 

（６）信用貸倒引当金 

２ 共済事業資産 

３ 経済事業資産 

４ 雑資産 

５ 固定資産 

６ 外部出資 

 

155,634,694 

1,102,149 

109,357,946 

4,539,229 

40,547,372 

255,997 

△168,000 

46,990 

4,852,834 

2,564,592 

13,230,310 

5,044,826 

（負債の部） 

１ 信用事業負債 

（１）貯金 

（２）借入金 

（３）その他の信用事業負債 

２ 共済事業負債 

３ 経済事業負債 

４ 設備借入金 

５ 雑負債 

６ 諸引当金 

７ 繰延税金負債 

負債の部合計 

 

167,587,319 

166,813,668 

277,769 

495,880 

1,202,897 

2,210,366 

1,394,851 

286,041 

1,790,000 

18,036 

174,489,512 

（純資産の部） 

１ 組合員資本 

（うち当期剰余金） 

２ 評価・換算差額等 

純資産の部合計 

 

6,845,628 

(81,560) 

39,107 

6,884,735 

資産の部合計 181,374,248 負債及び純資産の部合計 181,374,248 

 

（６）中間損益計算書（平成２６年２月１日から平成２６年７月３１日まで）
（単位：千円）

 

科目 金額 科目 金額 

１ 事業総利益 

（１）信用事業収益 

（２）信用事業費用 

 信用事業総利益 

（３）共済事業収益 

（４）共済事業費用 

 共済事業総利益 

（５）購買事業収益 

（６）購買事業費用 

 購買事業総利益 

（７）販売事業収益 

（８）販売事業費用 

 販売事業総利益 

農業倉庫事業総利益 

加工事業総利益 

2,188,542 

842,842 

211,529 

631,312 

832,721 

54,629 

778,091 

5,946,563 

5,437,618 

508,944 

87,732 

13,712 

74,019 

3,317 

38,352 

利用事業総利益 

その他の事業総利益 

指導事業収支差額 

２ 事業管理費 

96,124 

53,579 

4,800 

2,141,430 

事業利益 47,112 

３ 事業外収益 

４ 事業外費用 

205,053 

194,611 

経常収益 57,554 

５ 特別利益 

６ 特別損失 

42,046 

13,856 

税引前当期利益 

法人税・住民税及び事業税 

法人税等調整額 

法人税等合計 

当期剰余金 

85,744 

4,335 

△151 

4,183 

81,560 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 農業協同組合において中間決算での情報開示は法定化されていないため、当組合では本決算に準じた手続

により仮決算を実施し、自主的に開示しております。 

・ 本誌に掲載している計数は、単位未満を切り捨てて表示しており、合計と一致しない場合があります。 

・ 期末残高が無いものは「-」、表示単位に満たないものは「0（ゼロ）」で表示しております。 

鳥取いなば農業協同組合 〒680-0824 鳥取県鳥取市行徳 1-103 

TEL．0857-32-1100㈹ FAX．0857-32-1130 

平成２６年１０月発行 編集．企画管理部企画管理課 


